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目的

１）強化の推進：多様なレース環境の創出

⇒多様なレース環境を通じた実戦強化

⇒全国規模の選手・指導者発掘網の構築

２）普及の促進：認知度と安全性の向上

⇒認知度向上の全国展開

⇒全国規模の審判員・競技役員の養成

３）市場の拡大：競技人口および大会数の拡大

⇒スケールメリットを活用したスポンサーの獲得

⇒地域振興・活性化への貢献

（公財）日本水泳連盟OWS委員会



条件

（公財）日本水泳連盟OWS委員会

１）主催者が公的機関・組織であること

２）日本水泳連盟が「後援」であること

３）加盟団体が「主催」、「主管」、「後援」の
いずれかであること

４）加盟団体が日本水泳連盟宛てに所定の『後援・認定
名義等使用許可申請書』を事前に提出し、大会終了
後に『事業終了届出書』を提出すること

５）定められた競技運営を実施すること

６）定められた種目を実施すること



定められた競技運営

（公財）日本水泳連盟OWS委員会

１）日本水泳連盟『OWS競技規則』を原則とすること
２）日本水泳連盟『OWS競技に関する安全対策ガイド

ライン』の遵守を原則とすること
３）競技役員に、日本水泳連盟OWS競技・公認審判員
および日本水泳連盟OWS委員会セイフティ・オフィサー
（安全担当員）を含むこと
なおセイフティ・オフィサーの必要経費は各大会側の
負担とすること

４）原則として日本ライフセービング協会（JLA）の有資
格者（ベーシックサーフライフセーバー）がいること

５）大会終了後、速やかに大会結果（リザルト）を所定の
形式（Excel）にて提出すること



定められた実施種目

１）「5㎞」と「5㎞未満」のいずれか、または両方を実施
＊既存認定大会はこの限りでない

２）「5㎞」の男女各上位3名に『OWS日本選手権 5kmの部』の出場権を付与

（10kmの部には付与されない）

３）「10㎞」の男女各上位3名に『OWS日本選手権 10kmの部』の出場権を付与

（5kmの部には付与されない）
*上位3位以内であっても１位の選手との記録が5kmの場合は15分00秒超、10kmの場合は30分00秒超の差があった場合は付与されない

*当該年度の日本水泳連盟OWS強化指定選手が、当連盟の強化事業として出場する場合は、オープン

選手扱いとし、表彰順位対象外となり、日本選手権出場権付与も対象外となる

*付与された選手がOWS日本選手権に出場する場合、日本水泳連盟競技者登録者（当該年度）に限る

*出場権付与種目を「日本選手権大会トライアルの部」と称することができる（任意）

*日本選手権トライアルの部では日本選手権のルールに基づく事を前提とする

（3位までの着順審判員の設置、FINA公認水着の着用、FINAルールによるウェットスーツ着用、フローティングスタート（水中スタート））

４）原則として、「500m以上または15分間以上の集団泳（OWS検定5級）」、

または親水イベント（形態不問）を実施

以上

（公財）日本水泳連盟OWS委員会


